
令 和 ２ 年 ２ 月 ２ ６ 日

国土交通省東北地方整備局

宮城県土木部道路課

台風19号により被災した国道349号丸森地区の
「山側への別ルートの詳細」が決定し、
３月から現地作業に着手します。

○台風19号により被災した宮城県丸森町内の「国道349号」（約

14km）については、令和元年10月29日から国の権限代行によ

り災害復旧事業を実施しており、現道の課題が大きい丸森町
ま る も り ま ち

耕野～大張川張間の約8kmにおいては、「山側への別ルート」
こ う や おお は り かわ は り

で本復旧を進めることとなりました。（令和元年1月30日公表済み）

○この「山側への別ルート」の詳細について、有識者を交えた

『丸森地区防災対策技術検討会（以下、「検討会」』を開催し、

技術的課題への対応、施工時の配慮等を議論し、「山側への

別ルートの詳細」を決定しました。（別添１参照）

○決定した「山側への別ルート」の詳細

区 間：宮城県伊具郡丸森町耕野不動～大張川張
み や ぎ い ぐ ま る も り ま ち こ う や ふ ど う おお は り かわ は り

延 長：6.0km
車線数：2車線
事業費：約300～350億円

○今後、現地での詳細な測量・調査を実施し、一日も早い本格
復旧に向け事業を進めてまいります。
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国道349号丸森地区 山側への別ルート詳細について

12月13日～一般交通開放 延長約14km
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異常気象時
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延長5.3km

出典：地理院地図に直轄権限代行区間等を追記して掲載
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国道349号丸森地区 山側への別ルート詳細について

凡例
■「山側への別ルート」の概要
区 間：宮城県伊具郡丸森町耕野不動

～大張川張
延 長：6.0km
車線数：2車線
事業費：約300～350億円

山側への別ルート 延長6.0km
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